
• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：道路改良、橋梁整備等
• 事業延⾧： 8.9km
• 総事業費： 22,400百万円

（うち国費：20,160百万円）
• 事業期間：平成21年度～

石垣空港線は、石垣空港から国道390号平得交差点に至る幹線道路で
あり、空港と市街地及び石垣港を結ぶ重要な路線として整備を進めてい
る。
空港と市街地のアクセス強化による地域振興・観光振興、防災・減

災、緊急輸送道路としての機能強化、無電柱化による防災機能の向上が
期待される。

至石垣空港

至平得

当路線は、沖縄環状線嘉手納基地第2ゲート付近から胡屋交差点を通
り、国道329号高原交差点へ至る幹線街路である。
当路線の整備により、中心市街地へのアクセス機能強化を図るととも

に、中城湾港新港地区と市街地の物流・交通流の処理向上及び沖縄バイ
パスとの接続等、沖縄市の東西骨格軸が形成されるものである。

• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：街路（現道拡幅・電線共同溝）
• 総事業費：21,736百万円

（うち国費：19,562百万円）
• 事業期間：平成17年度～

事業箇所
（胡屋泡瀬線）

整備後



• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：道路標識の修繕
• 総事業費： 700百万円

（うち国費：630百万円）
• 事業期間：令和７年度～令和16年度

整備後

県道16号線は、緊急輸送道路であることや世界遺産で
ある勝連城跡へのアクセス道路として利用されているこ
とから、無電柱化を推進することで道路閉塞防止並びに
観光振興及び快適な通行空間の確保に寄与する。

• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：電線共同溝整備
• 総事業費：842百万円

（うち国費：558百万円）
• 事業期間：平成29年度～令和５年度

県管理道路における道路標識について、視認性の不良
や経年劣化による老朽化が見られることから、修繕を行
うことで沖縄県民や観光客等の道路利用者が観光施設や
目的地への円滑な移動を図ることを目的としている。

修繕前 修繕後

【事例：名護本部線（標識板）】



• 事業主体：那覇市
• 事業内容：街路（現道拡幅・電線共同溝）
• 総事業費：19,891百万円

（うち国費：15,912百万円）
• 事業期間：平成７年度～

当路線は、第二環状線（赤田交差点）を起点に汀良翁⾧線と交差し、
松川石嶺線へと至る延⾧2.2㎞の幹線道路である。周辺には、小・中学
校、高等学校、市営住宅及び商業施設があるほか、周辺市町村を結ぶ重
要な道路となっており、都市モノレール及び路線バスの公共交通の基盤
施設でもある。
体系的な道路網の構築及び安全・安心な歩行空間を確保するため拡幅

整備を行う。

当路線は、県道39号線（国際通り）と市道泉崎牧志線を連結する区間
であり、地域住民や観光客等が多く利用する重要な路線となっている。
那覇文化芸術劇場なはーとの建設を契機に、朝夕時に発生している渋

滞や歩行者の増加に伴う混雑を緩和するため、拡幅整備等により、人中
心のまちづくりに寄与する整備を行い、安全・安心な歩行空間の確保を
図る。

• 事業主体：那覇市
• 事業内容：街路（現道拡幅・電線共同溝）
• 総事業費：5,177百万円

（うち国費：4,141百万円）
• 事業期間：平成29年度～

事業箇所
（石嶺線）

事業箇所
（一銀線）

整備後 整備後



• 事業主体：豊見城市
• 事業内容：道路改良工事
• 道路延⾧：1.6km
• 総事業費：382百万円

（うち国費：305百万円）
• 事業期間：平成28年度から令和４年度

整備後

市道218号線は、産業集積を図る地区内周回道路であり、地区内の国

道取付け道路（市道451号線、市道453号線）と接続する重要な道路で

ある。

本路線を整備することにより、国道取付け道路の機能発揮と地区の

利便性が飛躍的に向上し、企業誘致、産業集積活性化を図ることがで

きる。

整備後

豊見城市

整備後

町道上与那原19号線は、県道糸満与那原線を起点として、終点を国道
329号へ連結する道路である。事業区間の現況は幅員狭隘で、路線が途切れ
ており国道329号への通り抜けが出来ない行き止り道路となり、住宅が密集
しているほか、工場倉庫や大型店舗も隣接している。また、平成31年４月
には、園児数が130名を超える規模の保育園が本路線周辺に開園しており、
利用者の増加に伴う危険な状況が危惧される。
本区間の整備により、利便性の向上及び交通安全の確保を図ることがで

きる。

• 事業主体：与那原町
• 事業内容：道路改良（土工・舗装工・排水工・擁壁工）
• 道路延⾧：115ｍ
• 総事業費：163百万円

（うち国費：130百万円）
• 事業期間：令和元年度から令和４年度
【整備前】

【整備後】



• 事業主体：宮古島市
• 事業内容：土地区画整理事業
• 総事業費：7,200百万円

（うち国費：3,700百万円）
• 事業期間：平成17年度から令和９年度

本地区は宮古島市の中心市街地から東に位置し、地区内及び周辺の幹
線道路はほぼ整備が済んでおり市街化が進んでいるが、生活道路の整備
や老朽化した住宅の生活環境の改善が求められている。そのため土地区
画整理事業により公共施設の整備改善を行い、低未利用地の有効利用及
びスプロール化を抑制し宅地の利用増進を図る。

本地区は、県都那覇市及び浦添市に近接した高台地に位置し、本町の
ゲート性を有する商業地として位置付けられているが幹線道路等の整備
に伴い、宅地開発など無秩序な土地利用が懸念される。そのため土地区
画整理事業により都市計画道路等の公共施設の整備改善を行い、活力あ
る商店街及び良好な住宅地を確保し、計画的都市形成を図る。

• 事業主体：西原町
• 事業内容：土地区画整理事業
• 総事業費： 14,500百万円

（うち国費：8,600百万円）
• 事業期間：平成19年度～令和15年度

完成イメージ
幸地インターチェンジ

てだこ浦西駅

整備後

整備前


